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	   報 告 者
	クラブ　EYCJ　　　　　　　　学年　　中3　　　　　氏名　佐藤　宏樹　　    

	大 会 名
	IODA ASIAN CHAMPIONSHIP 2010

	開 催 地
	Pattaya, THAILAND

	大 会 期 間
	July 3 till 11, 2010


	気温、水温

ウエアについて


	気温、水温は、日本よりも高い。

赤道に近いので、日焼け止めをぬってもダメなので、タイの選手は、長袖のラッシュと

長いウェットみたいなズボンをはいてのっていました。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	夏は、あまり風がなく、潮が強い。（まるで川のような流れ）

スコールがある。



	　セッティングで

注意したこと
	レーキを日本よりも寝かせてみた。

	　セーリングで

　注意したこと


	潮を気にする。



	　海上で練習した

こと
	潮の観察（プレレース）。

他の代表の走り方（プレレース）。

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	日本でのスベリを同じ感じがしましたが、

潮が強くて流れているように感じられました。

	　スタートは、

　どうでしたか？


	潮がつよくて、スタートラインに並ぶのが難しいので、

潮の流れによって工夫が必要でした。



	　コース戦略は

　どうでしたか？


	クローズのときロングコースは関係なく、岸の近くのサイドに行き、

ブローに入ったらマークに近づけるように走った。



	　自分より上位の

　選手との違いは？


	周りの人は、自分より軽いので、スピードが速くつき自分よりも前にいってしまう。



	　国内の練習で

　役立ったこと


	チームレースの練習ができ、スタート前にいろいろな戦略をすぐに出せた。

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	潮が強いときの走らせ方。

	　印象に残った

外国選手は？

　
	シンガポールチームの人達。

	　今後の課題と

　目標は？
	潮が強くても速く走れる練習をする。

	　ＪＯＤＡへの要望
	ナショナルチームの合宿は、他のチームと練習ができ、

チームワークも深めることができるので、

これからも続けて欲しいです。

	　

その他


	


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

